
大学等名：京都光華女子大学短期大学部

テーマ ：テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）・Ⅱ（学修成果の可視化）複合型
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階層的到達目標
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アクティブ・ラーニング・マスター(ALM)制度
ALM:①学内FD研修会で研究報告 ②学外団体からの評価 ③正課外アクティビティの科目化実践

アクティブ・ラーニング・マスター(ALM)制度
ALM:①学内FD研修会で研究報告 ②学外団体からの評価 ③正課外アクティビティの科目化実践

正課外アクティビティの科目化正課外アクティビティの科目化

EMによる教育改善EMによる教育改善EMによる学生支援EMによる学生支援

3つの指標と
蓄積されている
内部指標との

相関分析

スモールサイズIRの実践スモールサイズIRの実践
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町家のリノベーション
プラン
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京都での
ブライダルイベント
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企画と宣伝計画
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学内旅行代理店の
運営

トラベル

学内旅行代理店の
運営 …

社会人基礎力育成の観点を導入し組織的なアクティブ・ラーニング化

・授業評価改善システムの改革（ミッドターム・スチューデント・フィードバック法の導入）
・学生FDの組織化
・授業評価改善システムの改革（ミッドターム・スチューデント・フィードバック法の導入）
・学生FDの組織化FD

アクティブ・ラーニングの拡大

社会人基礎力
プレゼンテーション演習：①社会からのリアルな課題

②表現する技法の学習 ③本格的なプレゼン大会

課題解決力の育成に重点をおいた
アクティブ・ラーニング
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本取組は、地域総合科学科として地域社会の多様なニーズに応えられる短期大学を目指す改革を推し進めるための中核をなすものであり、①地域総合科学科
に適合したアクティブ・ラーニングの活性化と②地域総合科学科に適合した学修成果可視化システムの導入の2つのパートからなる。①ではアクティブ・ラーニン

グ導入による社会人基礎力育成の教育の実績を基に、アクティブ・ラーニングを、人間性、基礎学力の領域、さらに専門分野へと拡大していく。それを保障するの
がアクティブ・ラーニング・マスター制度の導入である。一方、地域総合科学科は多様な専門分野構成を持っていることを踏まえ、②では、学科のディプロマポリ
シー以外に専門分野ごとのミドルレベル・ディプロマポリシーを導入する。そして、この階層的な到達目標を基に3つの指標による可視化システムを構築する。

平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

26年度 28年度（目標値） 30年度（目標値）

アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合 90％ 100％ 100％

学生の授業外学修時間 3時間未満 10時間 14時間

本事業により、直面している課題を基本的に解決し、
地域総合科学科として、地域社会の多様なニーズに
応えられる短期大学を目指す改革をさらに加速

事
業
の
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果


